
2026 年 1月 15日

足立区立郷土博物館内
足立史談編集局
〒 120-0001

東京都足立区大谷田 5-20-1

T E L
F A X

03-3620-9393
03-5697-6562

第 号695

（１） 令和８年１月第 695号 足 立 史 談

勝專寺　千手観世音御分身…　　　千住・足立の武士と町人・百姓（中）…
新常設展示紹介④あだちふるさと食堂…

　

去
る
令
和
七
年（
二
〇
二
五
）

十
二
月
十
八
日（
木
）、
千
住
の

赤
門
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
勝
專
寺
の
本
堂
前
で
、

「
千
手
観
世
音 

御
分
身
」（
以
下「
御
分
身
」

と
し
ま
す
）の
開
眼
式
が
、御
住
職
の
水
野
了

信
師
に
よ
って
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
千
手
観
音
と
地
名
由
来
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
仏
の
木
造
千
手
観
音
立
像
（
足
立
区

登
録
文
化
財
）
は
千
住
の
地
名
由
来
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
千
住
宿
四
〇
〇

年
の
盛
況
と
と
も
に
千
手
観
音
へ
の
参
詣

希
望
者
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
誰
で
も
参

拝
で
き
る
よ
う
に
、
本
堂
前
に
石
造
の「
御

分
身
」が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
五
月
の

着
想
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
一
月
に
建
立
で

き
た
の
は
、
千
住
宿
開
宿
四
〇
〇
年
に
間

に
合
う
よ
う
と
の
想
い
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
な
お
像
の
前
に
あ
る
石
柱
に
示

さ
れ
た「
千
手
観
世
音
」の
文
字
は
、
足
立

史
談
会
会
長
の
相
川
謹
之
助
氏
の
筆
で
す
。

　

こ
の
御
分
身
は
茨
城
県
の
真
壁
石
（
花

崗
岩
）
で
作
ら
れ
、
全
高
は
約
一
四
〇
㎝
、

像
高
約
一
一
〇
㎝
で
台
座
が
約
三
〇
㎝
の

大
き
さ
で
す
。

　

勝
專
寺
の
千
手
観
音
は
江
戸
時
代
か
ら

知
ら
れ
た
千
住
の
地
名
由
来
の
有
力
説
で

し
た
。
と
く
に
高
田
與
清
（
た
か
だ
・
と

も
き
よ
）
の
次
の
一
文
が
有
名
で
す
。

高
田
與
清
「
鹿
嶋
日
記
」

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
九
月
七
日
の
項

　

・
・
千
住
の
宿
に
い
た
る
。

　

千
住
と
い
う
は
、
も
と
千
手
の

　

あ
や
ま
り
に
て
、
千
手
観
音
堂

　

あ
り
け
ん
に
起
れ
る
名
・
・　

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）

　

文
中
の
「
千
手
観
音
堂
」
は
勝
專
寺
の

こ
と
で
、
し
ば
し
ば
史
料
に
登
場
し
ま
す
。

　

與
清
（
一
七
八
三
〜
一
八
四
七
）
は
、

江
戸
時
代
後
期
の
人
で
、
小
山
田
與
清
の

名
で
も
知
ら
れ
た
歌
人
・
国
学
者
で
す
。

戯
作
者
・
大
田
南
畝
、
漢
詩
人
・
大
窪
詩

仏
ら
と
交
流
し
水
戸
藩
主
・
徳
川
斉
昭
の

招
聘
に
よ
り
小
石
川
に
あ
っ
た
江
戸
の
彰

考
館
に
出
仕
し
、
彼
が
蒐
集
し
た
五
万
巻

の
蔵
書
を
ほ
こ
る
擁
書
楼
も
著
名
で
し
た
。

　

彼
の
千
住
の
地
名
に
関
す
る
考
察
は
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
の
地
誌

『
砂
子
の
残
月
』
（
天
保
九
・
一
八
三
八

年
頃
）
に
も
引
用
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
十

返
舎
一
九
の
滑
稽
本
『
奥
羽
一
覧
道
中
膝

栗
毛
』
（
弘
化
五
・
一
八
四
八
年
版
）
で

も
、
歌
枕
風
に
千
手
観
音
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
様
々
な
書
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

博
物
館
の
展
覧
会
「
千
住
宿
四
〇
〇

年
」
（
一
月
十
一
日
終
了
）
で
は
、
メ
イ

ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
同
寺
が
令
和
五
年

（
二
〇
二
三
）
に
制
作
し
た
御
前
立
を
現

代
の
仏
教
彫
刻
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
〜
二
年
（
二
〇
一
九
〜
二

〇
）
、
木
造
千
手
観
音
立
像
の
修
復
で
、

勝
專
寺
と
の
ご
縁
が
出
来
た
東
京
藝
術
大
学

の
藪
内
佐
斗
司
先
生
に
お
願
い
し
た
御
前
立

は
、
美
術
作
品
と
し
て
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　

御
前
立
は
、
郷
土
博
物
館
で
開
催
さ
れ

御
分
身
に
つ
い
て

新しく勝專寺に造立された千手観世音 御分身

は
じ
め
に

P2P2P1P1
P4P4

郷
土
博
物
館

【
千
住
宿
４
０
０
年
記
念
】

勝
專
寺　
千
手
観
世
音 

御
分
身
の
建
立

地
名
由
来
の
史
料

「
御
前
立
」
と
「
御
分
身
」

お
ま
え
だ
ち

ご
ぶ
ん
し
ん
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た
特
別
展
「
千
住
宿
四
〇
〇
年
」
が
初
の

一
般
公
開
と
な
り
ま
し
た
。
貴
重
な
彫
刻

作
品
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
普
段
は
寺
坊
内

に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

御
分
身
の
開
眼
式
は
、
観
音
様
の
縁
日

で
あ
る
十
八
日
（
十
二
月
）
に
関
係
者
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
の
最
後

に
御
住
職
か
ら
建
立
経
緯
と
趣
旨
（
巻
頭

に
掲
載
）
の
お
話
し
が
あ
り
、
参
加
者
一

同
で
勝
專
寺
の
歴
史
と
と
も
に
、
千
住
宿

の
歴
史
を
伝
え
る
新
し
い
御
像
の
開
眼
を

寿
ぎ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
同
寺
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

　

百
姓
・
町
人
と
武
士
の
二
つ
の
身
分
を

併
せ
持
つ
人
々
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
小

野
武
雄
が
『
郷
士
制
度
の
研
究
』
（
大
岡

山
書
店
、
一
九
二
五
年
）
で
「
一
見
百
姓

で
も
亦
武
士
で
も
な
い
所
謂
半
農
半
士
の

制
度
」
が
関
東
に
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て

い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
鈴
木
直
樹
『
近

世
関
東
の
郷
士
と
地
域
社
会
』
（
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
九
年
）
に
よ
っ
て
広
く
郷

士
の
存
在
形
態
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
郷

土
博
物
館
で
も
『
名
家
の
か
が
や
き―

近
郊
郷
士
の
美
と
文
芸―

』
（
二
〇
二
〇

年
）
で
小
右
衛
門
新
田
の
日
比
谷
家
や
千

住
掃
部
宿
の
石
出
家
を
「
郷
士
」
（
ご
う

し
）
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

関
東
の
地
域
社
会
の
特
徴
と
し
て
「
郷

士
」
に
つ
い
て
は
事
例
の
蓄
積
が
進
め
ら

れ
、
今
後
、
一
般
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

前
回
、
千
住
で
名
字
帯
刀
し
つ
つ
代
官

手
代
と
な
っ
て
い
た
人
々
の
姿
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
足
立
の
ほ
か

の
地
域―

農
村
地
帯―

の
例
を
取
り
上
げ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
「
郷
士
」
の
阿
出
川
氏　
ま
ず
最
初
に

紹
介
す
る
阿
出
川
氏
は
、
宮
城
村
や
堀
之

内
村
、
本
木
村
の
有
力
百
姓
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
阿
出
川
氏
の
こ
と
に
触
れ

た
次
の
一
文
、
江
戸
幕
府
が
編
さ
ん
し
た

『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
の
堀
之
内
村
の
記

述
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

旧
家
者
、
阿
出
川
幸
之
進　

先
祖
を
越

　
　

前
守
と
い
い
小
田
原
の
北
條
氏
に
仕

　
　

え
て
い
た
が
、
北
條
氏
が
没
落
し
た

　
　

あ
と
、
こ
こ
（
堀
之
内
村
）
に
来
て

　
　

住
ん
だ
と
言
い
伝
え
て
い
る
。
今
も
、

　
　

子
孫
は「
郷
士
」と
呼
ん
で
お
り
、
名

　
　

字
を
称
し
て
帯
刀
し
て
い
る
。

　

こ
の
記
事
で
阿
出
川
氏
は
名
字
帯
刀
し

た
「
郷
士
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
出
川
氏
は
幸
之
進
の
ほ
か
に
も
小
菅

御
殿
地
の
管
理
な
ど
で
幕
府
の
役
を
担
っ

展覧会場での「御前立」

河内屋敷（現竹の塚一丁目16～19番付近）
構堀遺構があったころの空中写真（昭和33・1958年）

千
住・足
立
の

武
士
と
町
人・百
姓
（
中
）

多
　
田
　
文
　
夫

開
眼
式

４
「
半
農
半
士
」
の
人
々
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て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
代
官
伊

奈
忠
高
（
友
之
助
）
は
文
政
六
年
〜
天
保

十
三
年
（
（
一
八
二
三
〜
四
二
）
の
間
、

関
東
の
代
官
を
務
め
た
人
物
で
す
が
、

「
阿
出
川
平
左
衛
門
」
が
「
伊
奈
友
之
助

手
代
」
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
職
務
は
小

菅
御
殿
跡
地
の
管
理
の
実
務
者
で
し
た
。

区
内
の
古
文
書
の
ほ
か
「
小
菅
籾
蔵
関
係

文
書
」
の
中
で
も
頻
出
し
ま
す
。

　

阿
出
川
幸
之
進
の
『
新
編
武
蔵
風
土

記
』
の
情
報
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

で
す
し
、
阿
出
川
平
左
衛
門
も
同
じ
頃
に

活
躍
し
た
代
官
手
代
で
し
た
。

　

阿
出
川
氏
は
性
翁
寺
（
扇
二
丁
目
）
に

墓
所
が
あ
り
、
武
家
風
の
墓
石
と
と
も
に
、

郷
士
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

【
参
照
】
南
和
男「『
新
編
武
蔵
風
土
記
』

　

解
題
」
（
『
新
編
武
蔵
風
土
記
（
足
立

　

区
編
）
』
、
足
立
区
教
育
委
員
会
、
一

　

九
八
九
年
）／『
小
菅
籾
蔵
関
係
文
書
』

　

葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
、
一
九

　

九
二
年
）

■
竹
之
塚
村
・
河
内
氏　
つ
ぎ
に
武
士
の

一
族
と
し
て
足
立
の
村
に
い
た
家
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
幕
府
が
編
さ
ん
し
た
大
名
・

旗
本
の
家
譜
集
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
登
場
す
る
旗
本
の
河
内
（
こ
う
ち
）

氏
で
す
。
河
内
知
親
（
こ
う
ち
・
と
も
ち

か
）
は
、
竹
之
塚
村
の
浪
人
で
し
た
が
慶

長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
徳
川
家
康
に

仕
え
、
甲
斐
国
の
代
官
と
な
り
ま
し
た
。

知
親
の
子
、
嫡
男
の
胤
盛
（
た
ね
も
り
）

は
大
番
士
と
し
て
大
坂
の
陣
や
島
原
の
乱

に
出
陣
し
た
旗
本
で
し
た
が
、
次
男
の
知

棟
（
と
も
む
ね
）
は
竹
之
塚
村
の
名
主
家
、

河
内
久
蔵
家
の
祖
と
な
り
ま
し
た
。

　

河
内
兄
弟
二
人
に
始
ま
る
系
統
は
完
全

に
別
れ
ず
に
明
治
ま
で
続
き
ま
す
。
竹
之

塚
村
に
あ
っ
た
河
内
久
蔵
家
の
屋
敷
は
、

そ
の
ま
ま
旗
本
河
内
家
の
抱
屋
敷
と
な
り

明
治
ま
で
存
続
し
、
明
治
以
降
も
河
内
家

の
屋
敷
と
な
り
ま
し
た
。

　

名
主
河
内
家
も
旗
本
河
内
家
の
両
家
と

も
菩
提
寺
は
同
じ
で
す
が
、
寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）
、
別
家
の
知
親
の
孫
、
胤

次
（
た
ね
つ
ぐ
）
の
と
き
五
〇
〇
石
が
旗

本
と
な
る
と
と
も
に
竹
之
塚
村
延
命
寺
、

の
ち
同
村
西
光
院
が
菩
提
寺
と
し
た
よ
う

に
、
河
内
一
族
代
々
の
墓
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
中
頃
に
な
る
と
旗
本
河
内

家
は
一
族
が
五
家
に
広
が
り
一
族
合
計
で

一
二
七
〇
石
の
知
行
所
（
領
地
）
、
七
五

〇
俵
の
蔵
米
取
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
徳
川
御
三
卿
（
田
安
、
一
橋
、

清
水
の
徳
川
家
）
の
う
ち
、
清
水
家
の
重

臣
と
な
っ
た
胤
庸
（
た
ね
も
ち
）
、
一
橋

家
の
重
臣
と
な
っ
た
常
誠
（
つ
ね
の
ぶ
）

ら
も
登
場
し
ま
し
た
。

　

竹
之
塚
村
の
名
主
家
の
河
内
家
で
も
著

名
な
人
々
が
登
場
し
ま
す
。
河
内
久
蔵
政

武
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
浅
間
山

噴
火
後
の
災
害
救
援
で
活
躍
し
、
名
字
帯

刀
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
帯
刀
は
本
差
、

脇
差
の
両
刀
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
名
字

の
使
用
は
代
々
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
河
内
政
武
は
仕
官
し
て
い
ま
せ
ん

が
苗
字
帯
刀
す
る
身
分
の
二
重
性
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
政
武
は
「
臥
梅
」
と
い
う
号
を
持

ち
、
文
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

（
本
誌
一
一
〇
号
）
。
そ
し
て
娘
の
糸
子

は
、
沼
田
村
（
足
立
区
江
北
）
の
谷
文
晁

の
門
人
（
谷
派
の
絵
師
）
、
舩
津
文
渕
の

母
で
、
文
渕
自
身
も
幼
少
期
に
河
内
家
で

暮
ら
し
た
と
い
う
文
化
的
に
も
優
れ
た
素

養
の
あ
る
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。な
お
同
時
代
の「
河
内
半
蔵
」（
実
名

未
詳
）も
文
晁
の
門
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
参
照
】
「
舩
津
家
系
図
」（
江
北
舩
津
家

　

文
書
）
／
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

　

第
十
）
／
『
足
立
区
文
化
財
調
査
報
告

　

書
』
№
１
２
。

■
佐
野
新
田
・
佐
野
家　
現
足
立
区
佐
野

は
、
江
戸
時
代
は
じ
め
に
佐
野
新
田
を
開

い
た
佐
野
家
に
由
来
し
ま
す
。
村
を
ひ
ら

い
た
佐
野
家
の
初
代
新
蔵
胤
信
は
、
徳
川

家
康
の
側
近
で
、
代
官
頭
・
伊
奈
忠
次
の

家
臣
と
し
て
相
模
国
や
遠
江
国
で
幕
府
の

役
人
と
し
て
古
文
書
を
残
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
身
分
的
に
武
士
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
各
世
代

は
江
戸
時
代
後
期
ま
で
幕
府
役
人
を
つ
と

め
て
い
ま
す
が
、
世
襲
と
い
う
形
が
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

世
襲
で
は
な
い
武
士
と
い
う
め
ず
ら
し

い
身
分
に
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
形
な

の
か
調
べ
て
み
る
と
、
代
々
、
一
代
限
り

の
伊
奈
家
家
臣
（
伊
奈
家
士
）
と
い
う
在

り
方
で
す
。
当
主
が
変
わ
る
と
、
「
殿

様
」
た
る
伊
奈
家
の
当
主
に
謁
見
し
て
、

身
分
が
武
士
と
な
り
、
鷹
場
役
人
や
用
水

役
人
と
し
て
代
官
伊
奈
家
の
武
士
と
し
て

つ
と
め
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
一
代
限
り
の
武
士
、
た
と
え

ば
徳
川
家
の
下
級
武
士
「
御
家
人
」
と
な

っ
た
人
々
に
つ
い
て
は
い
く
つ
も
事
例
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
で
は
二
郷
半
領

下
彦
川
戸
村
（
三
郷
市
下
彦
川
戸
）
の
有

力
百
姓
、
千
代
田
家
も
御
家
人
株
を
取
得

し
て
、
一
代
限
り
の
御
家
人
と
な
っ
て
い

ま
す
（
『
浪
人
た
ち
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

郷
土
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）
。

【
参
照
】　
こ
の
項
目
、
郷
土
博
物
館
蔵
、

　

佐
野
家
文
書
。
と
く
に
「
奉
仕
伊
奈
家

　

由
緒
書
」
に
よ
る
。

■
広
が
る
郷
士
層
　
こ
こ
で
紹
介
し
た
三

つ
の
事
例
は
、
足
立
区
の
農
村
部
の
郷
士

た
ち
の
代
表
例
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
事
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、

御
三
卿
の
一
つ
田
安
徳
川
家
に
仕
官
し
た

千
住
の
名
倉
家
、
宿
場
の
重
役
で
あ
っ
た

千
住
各
町
の
名
主
た
ち
、
新
田
開
発
を
進

め
た
東
和
の
河
合
平
内
家
、
文
中
で
も
紹

介
し
た
小
右
衛
門
新
田
の
日
比
谷
家
、
沼

田
村
の
舩
津
家
も
そ
う
で
す
。

　

次
号
で
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
千

住
・
足
立
で
見
ら
れ
る
事
例
を
概
観
し
て
、

郷
土
足
立
の
特
長
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　

―

つ
づ
く

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）
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令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
常
設
展
示
の
な
か
で
、
「
食
」

を
紹
介
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
で
す
。

　

展
示
の
内
容
に
見
覚
え
の
あ
る
方
も
多

い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
実
は
前
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
登
場
し
た
「
東
郊
の
食
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
食
べ
物
、
食
品

サ
ン
プ
ル
の
展
示
を
リ
メ
イ
ク
し
た
も
の

で
す
。

　

各
地
方
か
ら
の
移
住
で
人
口
が
増
加
し

た
東
京
で
は
、
地
域
的
に
特
徴
が
あ
る
郷

土
料
理
と
い
う
も
の
が
浮
か
び
に
く
い
な

か
で
、
東
郊
の
農
村
ら
し
さ
、
市
街
地
化

の
広
が
る
時
代
を
表
す
食
を
紹
介
し
た
も

の
で
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
も
、
基
本
的

な
考
え
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
２
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
構
造
な
ど
の
制
約
の
な
か
で
、

人
気
の
あ
っ
た
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
は
再
活

用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
展
示
の
手

法
を
が
ら
り
と
変
え
て
み
ま
し
た
。

食
堂
の
メ
ニュ
ー
サ
ン
プ
ル
を
イ
メ
ー
ジ

　

奥
行
き
の
な
い
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
な
か

で
、
こ
れ
ま
で
平
置
き
で
展
示
し
て
い
た

食
品
サ
ン
プ
ル
を
、
街
の
食
堂
の
メ
ニ
ュ

ー
サ
ン
プ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
立
て
る

よ
う
に
斜
め
置
き
し
て
見
せ
た
ら
ど
う
か

と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
解
説
に
つ
い
て
も
、
食
堂
が
メ

ニ
ュ
ー
を
お
ス
ス
メ
す
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
や
、
思
わ
ず
食
べ
た
く
な
る

よ
う
な
説
明
で
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

結
果
的
に
、
斜
め
置
き
だ
と
二
段
目
に

置
く
メ
ニ
ュ
ー
に
、
一
段
目
の
影
が
で
て

見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
垂
直
に
食
品
サ
ン
プ
ル
を
つ
け

る
と
い
う
荒
業
に
な
り
ま
し
た
。
ク
レ
ー

プ
の
よ
う
な
平
べ
っ
た
い
食
品
な
ら
サ
ン

プ
ル
を
垂
直
に
立
て
る
こ
と
は
容
易
で
す

が
、
大
皿
に
盛
り
上
げ
た
サ
ン
プ
ル
を
垂

直
に
取
り
付
け
る
こ
と
は
大
き
く
負
荷
が

掛
か
る
た
め
、
食
品
サ
ン
プ
ル
自
体
の
強

度
や
パ
ネ
ル
へ
の
取
り
付
け
方
な
ど
に
注

意
を
払
い
ま
し
た
。

新
し
い
食
品
サ
ン
プ
ル

　

す
で
に
あ
る
食
品
サ
ン
プ
ル
を
リ
メ
イ

ク
す
る
こ
と
は
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
新

し
い
も
の
も
加
え
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
足
立
区
の
名
物
で
も
あ
る
「
お

い
し
い
給
食
」
の
な
か
か
ら
、
株
式
会

社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
足

立
区
の
コ
ラ
ボ
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
二
〇
二

二
年
か
ら
販
売
も
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た

大
人
気
メ
ニ
ュ
ー
・

え
び
ク
リ
ー
ム
ラ
イ

ス
を
登
場
さ
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

給
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、
区
立
の
小
中
学
校

に
通
え
ば
９
年
間
食
べ
る
も
の
で
、
大
勢

の
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
き
た
も
の
で
す
。

足
立
区
は
自
校
方
式
で
、
学
校
内
に
給
食

室
が
あ
り
、
各
学
校
に
一
人
配
属
さ
れ
て

い
る
栄
養
士
が
そ
れ
ぞ
れ
メ
ニ
ュ
ー
を
工

夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ニ
ュ
ー
の
検

討
会
を
行
う
な
ど
情
報
交
換
の
機
会
も
あ

り
、
学
校
ご
と
に
少
し
ず
つ
違
う
と
は
い

え
、
「
足
立
区
の
郷
土
食
」
と
い
え
る
存

在
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

現
役
の
小
中
学
生
に
は
身
近
な
、
卒
業

生
に
は
懐
か
し
い
味
で
あ
る
と
と
も
に
、

現
在
は
、
区
外
の
人
も
食
べ
て
み
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
え
び
ク
リ
ー

ム
ラ
イ
ス
を
選
び
ま
し
た
。

　

「
足
立
区
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
！
え
び
ク
リ
ー

ム
ラ
イ
ス　

キ
ャ
ロ
ッ

ト
ラ
イ
ス
に
え
び
や
キ

ノ
コ
の
う
ま
み
た
っ
ぷ

り
の
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス

を
か
け
た
大
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。
二
〇
二
二

年
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

販
売
も
。
実
は
、
学
校
ご
と
の
レ
シ
ピ
が

あ
り
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
具
材
や
色
味
が
違

う
ん
で
す
。
」
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
解
説

に
、
「
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
、

米
飯
給
食
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

足
立
区
の
栄
養
士
た
ち
に
開
発
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
。
一
番
人
気
を
獲
得
し
た
歴
史
あ

る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
」
と
い
う
付
帯
解
説

を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

給
食
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
家
族
で
の
見
学
の
際
、
お
子
さ
ん
が

説
明
を
し
て
い
る
よ
う
な
場
面
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
食
品
に
も
、

新
た
な
解
説
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
常
設
展
示
紹
介
④

あ
だ
ち
ふ
る
さ
と
食
堂


